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論文題目 信号損失下での性能を保証したゲイン切替型状態推定器の設計

要旨

近年，ネットワークを介して機器同士が繋がり通信するネットワーク化制御系が盛んに研究されている．
インターネットを介してリアルタイムで遠隔の機器を制御することができるようになり，共有のネットワーク
を用いることで機器データの収集やシステムの構成が簡単になるという利点がある．しかし，インター
ネットなどのネットワークは必ずしも通信品質が保証されないためパケットロスによる信号の損失が生じ
得る．この信号損失により制御性能の低下や安定性に支障をきたす恐れがある．したがって，ネットワー
ク化制御系では信号損失にロバストな設計が必要となる．
　本研究では，まず，連続した信号損失の上限回数を設定した信号損失下での性能を保証したゲイン
切替型状態推定器の設計を行う．さらに，実用上の問題点となる長時間の損失であるバーストロスへの
対策を行う．推定ゲインの設計は線形行列不等式（LMI）を用いて定式化する．また，これらのゲイン設
計LMIsは共通Lyapunov解を用いて設計されており，一般に十分条件になっているのでゲイン設計時の
保守性を改善するために切替Lyapunov解による設計を検討する．そして，提案手法の有効性を数値シ
ミュレーションにより確認する．


